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放射性炭素14の天然存在比を用いた炭素循環と食物網構造の関係の解明

Relationships between carbon cycling and food web structure using
carbon-14 natural abundance
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本発表では、近年盛んに行われている各種安定同位体比を用いた研究と、放射性炭素14を用いた
研究を組み合わせた、生物地球化学的および生態学的アプローチの可能性について示す。大気中
の二酸化炭素濃度の上昇を受け、生態系炭素循環は大きな注目を受けている。その中で、生物圏
炭素循環速度を解明するために、放射性炭素14の天然存在比は注目を浴びている。放射性炭素1
4は約5730年の半減期を持つ放射性同位体で、安定同位体と異なり時間軸のパラメータとなる。
一方、冷戦時の大気核実験で放出された放射性炭素14は、化石燃料の放出、海洋への溶け込みと
生物圏の光合成固定により、現在に至るまで単調に減少してきている。陸域生態系における放射
性炭素14研究は、大きな炭素プールである土壌炭素のターンオーバーに関する研究が行われてい
る（例えば、総説としてTrumbore 2000, 2006）。これらは、生態系の炭素蓄積および炭素隔離
の観点で研究されている。それに対し、発表者はそのような炭素プールからの炭素利用の観点
で、とくに土壌食の土壌動物について研究を行った（Tayasu et al. 2002; Hyodo et al. 2006, 200
8）。その結果、放射性炭素14濃度はごく短期の炭素利用速度を示すよい指標となることが示さ
れた。

これらの研究より食物網を構成する生物がいつの年代の炭素を利用しているかという観点を食物
網研究に持ち込み、食物網研究に新たな視点を示した（陀安ほか2008; Tayasu and Hyodo 201
0）。この視点は、炭素が固定された年代を生態系の中に明示することにより、生態系の構造と
炭素循環を同一の基準で研究することが出来る可能性を示唆する。また、近年河川生態系におい
て本手法を応用した研究を行い、水域生態系での利用可能性を示した（Ishikawa et al. in
press）。本発表では、これらのレビューを元に集水域レベルでの炭素循環と生態系の関係の解明
に、放射性炭素14がどのように有効であるかついて議論を行う。
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